


 
 

 

はじめに 
 
　あなたは生命保険に加入していますか？ 
 
　この問いに、日本人の約８割がイエスと答える…とい
う統計があります（詳しくは本書第１章を参照）。日本

人は保険が大好きな国民性であることもよく知られてお

り、生命保険だけではなく、医療保険やペット保険など

に加入している人も珍しくありません。 
 
　一般的に生命保険の毎月の掛け金は、数千円から数万

円という金額になっています。決して少なくない金額で

すが、自分や家族にとっての安心を手に入れるためなら

安い出費だ…と考えている人が大半でしょう。 
 
　では、生命保険としての保障内容はそのままに、毎月

の掛け金を半額、またはゼロにさえできる方法があると

いったらどうでしょうか？　にわかには信じられないこ

とかもしれませんが、実はある方法を使うことで、割安

に生命保険に加入することが可能になるのです。 
 
　その方法とはズバリ、「マンション投資」です。 
 
　本書は、生命保険の代わりとしてマンション投資を始

めることをコンセプトに書かれた本です。具体的にどう

いう点が生命保険の代わりになるのかを解説し、さらに 
 



 
老後資金対策にも、マンション投資は有効である点など

も紹介しています。 
 
　また、サラリーマンとマンション投資との相性が抜群

な点、そして、具体的なマンション投資ノウハウも惜し

みなく詰め込みました。本書を最後までお読みいただく

ことによって、マンション投資に対する見方が変わり、

「今すぐ行動してみたい！」という気持ちになってもら

えると確信しています。 
 
　それではまず、マンション投資が生命保険よりも優れ

ている理由について、お伝えしていきましょう。 
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第１章：マンション投資は生命保険より優れている 
 
「マンション投資」という言葉を聞いて、あなたはどん

な印象を持ちますか？ 
 
「なんだか怪しそう」 
「お金持ちしかできないことでしょ」 
「空き部屋が多くて稼げないって聞いたけど」 
 
　そんな風に感じている方は多いと思います。たしかに

一般的なイメージからいうと、ハードルが高くて庶民に

は手を出せない投資であり、ハイリスクな印象もあるこ

とでしょう。しかし実際には、不動産投資は普通のサラ

リーマンであれば誰でも参加することが可能な投資であ

り、非常にローリスクで始められる特徴も持ちます。 
 
　加えて、日本人の多くが加入している「生命保険」と

似たような役割を果たしてくれる便利な側面も兼ね備え

ています。マンション投資によって長期的に収入を得ら

れることにプラスして、生命保険の代わりにもなること

から、非常にメリットの大きな投資になるのです。 
 
　もちろん、空室リスクや修繕リスクなど、いくつかの

リスクが存在する点はデメリットとなります。しかし、

正しい方法で物件を選ぶことさえできれば、こうしたリ

スクを限りなくゼロに近づけていくことが可能です。 
 
 



 
　本章ではまず、そんなマンション投資とはどのような

ものか、生命保険との比較やメリット・デメリットを交

えながら、全体像についてお伝えしていきましょう。 
 
生命保険の仕組みを理解してますか？ 
 
　ある統計によると、日本人の約８割はなんらかの生命

保険に加入しているというデータが出ています。 
 
　生命保険文化センターが平成２５年に発表した「生活

保障に関する調査」では、２０〜６０代の男女はほぼ８

割の割合で生命保険に加入していて、特に３０〜５０代

になると９割弱の加入率を記録しているんだとか。 
 
　さらに、死亡保険金の平均値はおよそ２，０００万円

と回答しているデータも存在するため、毎月数万円の掛

け金を支払っていることが考えられます。保障を手厚く

すればするほど、毎月の掛け金は増えていきますので、

まだ小さい子どもがいる家庭などの場合、月々の支出の

かなりの割合を生命保険に割いているといえるでしょ

う。 
 
　ところが、「あなたは今どんな生命保険に加入してい

ますか？」と尋ねてみると、「書類が難しくてよくわか

らない」「営業マンにいわれるまま加入したので知らな

い」という方も少なくありません。 
 
　そこで、マンション投資についての話に移る前に、ま

ずは生命保険の仕組みと種類について解説しておきたい

と思います。 



 
　そもそも生命保険は、１種類しか存在しないものでは

ありません。掛け捨てかどうか、貯蓄性があるか、保険

期間はいつまで続くかなどの条件によって、実は４つの

タイプに分類することができます。 
 
　まず１つ目は「定期保険」です。生命保険のうち、

もっともスタンダードなタイプで、いわゆる掛け捨てで

加入する保険になります。決められた期間のうちに保険

者が死亡した場合に、保険金が支払われる仕組みです。

実際には保険者が死亡するケースは多くないうえ、掛け

捨てということもあって、毎月の掛け金は抑えめです。 
 
　２つ目は「養老保険」と呼ばれるタイプです。養老保

険は貯蓄性がある生命保険として販売されており、保険

期間が終わると保険金が下りて、まとまった現金を受け

取れる点が特徴です。保障と貯蓄の２つの側面を持って

いることから人気の保険ですが、そのぶんだけ毎月の掛

け金は高額になります。 
 
　そして３つ目が「終身保険」。こちらは保険期間が定

められておらず、保険者が死亡するまで保障が続く生命

保険です。人は必ず亡くなることを考えれば、もっとも

確実に保険金を受け取れる生命保険になりますが、こち

らも掛け金は高額になる傾向があります。 
 
　生命保険の４つ目のタイプが「年金保険」です。年金

保険は生命保険というよりも、貯蓄性の強い金融商品と

いう性質を持っています。保険者が死亡するまで定期的

に保険金を受け取ることが可能で、個人年金の代わりに

なる生命保険です。ただし、４つのタイプのなかでは 



 
もっとも掛け金が高額になっており、あまり人気が伸び

ていない生命保険でもあります。 
 
　以上が生命保険の４つのタイプと仕組みについての解

説になりますが、細かな部分では「疾病保険」「損害賠

償保険」などが付加された商品も多数あります。あなた

が加入している生命保険も、４タイプのいずれかに当て

はまるはずですので、契約内容をチェックしてみるとよ

いでしょう。 
 

マンション投資は生命保険と同じ役割を果たす 
 
　生命保険の仕組みについてわかったところで、いよい

よマンション投資の話に入っていきましょう。 
 
　実はマンション投資は、生命保険と同じ役割を果たし

てくれるものです。なかでも新築や築浅の中古マンショ

ンへの投資は、生命保険に加えて、長期的なリターンを

もたらしてくれる側面があります。 
 
　マンション投資といわれて多くの人が連想するのは、

安く物件を買って高く売る、株式投資のような方法で

しょう。たしかに売却益を目的に行うマンション投資も

存在していますが、本書で取り上げるのは、そうした投

資手法ではありません。 
 
　そうではなく、ローリスクでマンションを保有し、家

賃収入で長期的なリターンを得ながら、生命保険として 
 



 
のメリットも享受するという投資手法が、本書で解説し

ている方法になります。 
 
　では、なぜマンション投資が生命保険と同じ機能を果

たしてくれるのか？　その理由は、投資用不動産を購入

する際に必ず加入しなければならない「団信（団体信用

生命保険）」にあります。 
 
　団信は、ローンを組んでマンションや戸建てを購入し

た人向けに提供している生命保険で、万が一ローンを組

んだ人が亡くなった場合に、残りのローン残債を免除し

てくれるというものです。 
 
　仮にあなたが不慮の事故で亡くなったとして、あなた

に配偶者や子どもがいれば、一家の大黒柱がいなくなっ

て路頭に迷ってしまう未来が待っていることでしょう。

しかし、マンション投資を手掛けて団信にも加入してい

れば、残された家族にローンが免除されたマンション

と、そこから得られる継続的な家賃収入を残すことがで

きます。 
 
　あなたが通常の生命保険に加入していた場合にも、死

亡保険金が支払われますよね。同じようにマンション投

資では、残債が免除されたマンションと家賃収入という

形で、保険金を家族に渡すことが可能というわけです。 
 
　一時的に多額の現金を保険金として受け取る生命保険

よりも、毎月決まった家賃収入が継続的に得られて、か

つ、まとまったお金が必要な場合には物件を売却するこ 
 



 
ともできるマンション投資のほうが、むしろ優れている

と考えることもできるのです。 
 

マンション投資と生命保険のメリット・デメリット 
 
　生命保険の場合、保険者や家族に保険金が支払われる

のは、保険者になんらかの不幸が降りかかってしまった

場合に限られます。保険のなかには、一時給付金などの

形でお金がもらえることもありますが、マンション投資

のように、安定した収入が入ってくるわけではありませ

ん。 
 
　もちろん、マンション投資の多くは最初に数千万円〜

数億円単位のローンを組むことになりますので、その返

済は行わなければなりません。毎月入ってくる家賃収入

から、管理費や雑費を差し引き、銀行への返済をすませ

た残りが、手元に残るお金になります。 
 
　ローンを組む際に、頭金をどれだけ入れるかによって

変わってきますが、頭金を多めに入れてローン総額を少

なくしておくことで、毎月のローン返済や管理費の支払

いよりも、家賃収入が多い状態、収支がプラスになる状

態に持っていくことも可能です。 
 
　そうなれば、団信で生命保険の保障を受けつつ、家賃

収入で毎月の安定収入を手にすることが可能になりま

す。ローンを支払い終わるまでは、団信に加入し続ける

ことができますので、ローン支払いをできるだけ長い期 
 



 
間に設定すれば、終身保険と同じような生命保険機能を

果たすことになります。 
 
　また、マンション投資を行っている限りは、定期的に

収入を手にできることを考えれば、年金保険の性質を

持っているともいえます。マンション投資は、１つで終

身保険・年金保険の２つに加入しているのと同じ効果を

得られるのです。 
 
　もちろん、生命保険のほうが優れている点はありま

す。たとえば、マンション投資はどうしても銀行でロー

ンを組むことが原則となってきます。数千万円、数億円

のマンションを一括で購入できる人は多くないでしょう

から、銀行から借金をする必要が出てくるのです。 
 
　第３章でも改めて述べますが、「借金」に対してネガ

ティブなイメージを持っている人は、マンション投資に

取り組むハードルは高くなるでしょう。実は、借金にも

いい借金と悪い借金が存在するのですが、人からお金を

借りることに大きな抵抗があるのなら、生命保険に加入

し続けるほうが、精神的には楽かもしれません。 
 
　正しいノウハウをもとに物件を選んで管理・運用すれ

ば、マンション投資はローリスクでハイリターンを狙え

る投資だと断言できます。ですが、正しいノウハウを知

らずに営業マンのいうがまま不動産投資を始めてしまっ

たり、適当に物件選びをしてしまえば、ハイリスク・

ローリターンの投資に格下げされてしまいます。 
 
 



 
「正しい知識を学び、実行する必要がある」という意味

では、ただ書類にサインすればいいだけの生命保険と比

べると、手間が増えるぶんデメリットと感じられる人も

いるでしょう。 
 
　とはいえ、「生命保険会社は、保険者から預かった保

険金を不動産投資で運用している」という事実を聞け

ば、あえて生命保険に加入する必要はないと思えるので

はないでしょうか？ 
 
　これは業界の噂話でもよく聞く話で、「あの保険会社

がこのマンションを買ったらしい」「あのマンションも

某保険会社が購入したそうだ」といった話があちこちで

飛び交っています。 
 
　生命保険会社もボランティアではないので、保険料収

入を投資して資産を増やし、運用益を出すことで経費を

まかなわなければいけません。そんな保険会社が投資先

として選んでいるのが、株式やＦＸではなく、不動産投

資なんですね。 
 
　たとえ生命保険に加入していたとしても、保険会社を

挟んで間接的に不動産投資を行っていると考えると、保

険会社に差し引かれる手数料のぶんだけ、自分で不動産

投資をやったほうが得になると私は考えています。 
 
 
 
 
 



 

マンション投資って具体的にどんなことをするの？概要

を解説 
 
　ここまで生命保険とマンション投資の特徴についてお

伝えしてきましたが、「そもそも不動産投資ってどんな

ことをするの？」と疑問に感じている人も多いかもしれ

ません。なんとなく家を貸すのはわかるけど、どうやっ

て収益が得られるのか、気になる人もいることでしょ

う。 
 
　ここで一度、不動産投資の仕組みとビジネスモデルに

ついて簡単に解説しておきましょう。 
 
　まず基本的な不動産投資の仕組みとして、 
 
　・オーナーが不動産物件を銀行の融資を受けて購入す

る 
　・物件への入居者を募集し、家賃収入を得る 
　・家賃収入を融資の返済にあてて、手元に利益が残る 
 
　という３ステップがあります。 
 
　自分が保有しているマンションを人に貸し出すこと

で、家賃という形で収入を得るのが不動産投資の基本

で、「インカムゲイン」と呼ばれます。一方で、不動産

はまるごと人に売ることも可能です。たとえば１０００

万円で購入したマンションを２０００万円で売ることが

できたら、プラス１０００万円の「キャピタルゲイン」

を獲得したことになります。 



 
 
　不動産投資についてよく知らない方からすると、「で

も、大家さんってマンションの掃除とか家賃の取り立て

が大変なんでしょ？」と思うかもしれません。しかし現

在では、マンションの掃除や家賃の取り立てといった作

業は、オーナーと契約した「管理会社」が代行してくれ

る仕組みになっています。 
 
　賃貸マンションやアパートに住んだことがある方なら

わかると思いますが、部屋に関してなにかトラブルが

あった場合、大家さんに直接連絡することはまずありま

せんよね。まずは物件の管理会社に電話して、対応して

もらうというのが普通だと思います。 
 
　この仕組みが、今やほとんどのマンションで使われて

いるため、マンション投資をしているからといって、地

味な作業が増えることはありません。家賃が滞納した場

合にも、管理会社がすべて対応してくれるため、オー

ナーとしては通帳をチェックする以外ほとんどやること

はないくらいなのです。 
 
　ちなみに、不動産投資を行うことで節税になるケース

もあります。自分の資産を子どもに相続させようとした

とき、現金をそのまま相続するよりも、建物や土地とい

う形で相続したほうが、税金が安くすむからです。 
 
　実際、富裕層のほとんどは不動産投資を行って節税対

策をしながら、家賃収入で資産を増やしています。お金

持ちなら当たり前のようにやっている、非常に効率のよ

い投資の１つが不動産投資なのです。 



 

第２章：「老後の不安」はマンション投資で解消できる 
 
　ここまで、生命保険・マンション投資についてお伝え

してきたなかで、「投資」という言葉がたくさん出てき

ました。投資といえば、手元の資金を投じて利益を狙う

ギャンブルのようなものというイメージを持っている人

も多いでしょう。 
 
「投資で失敗して、３０００万円の借金を背負ってし

まった」なんて話がよくニュースになるからなのか、日

本人は投資に対して非常に消極的な側面を持っていま

す。今でこそＮＩＳＡやつみたてＮＩＳＡといった制度

が始まって、投資に挑戦する人が増えてきていますが、

やはり「ゆうちょの定期預金に入れて貯蓄しておく」と

いう考えの人が大半です。 
 
　定期預金のような方法であれば、自分の資金が減るこ

とがなく、安心感があるのはたしかでしょう。しかし今

の時代の定期預金は、利率が０．０２％程度。１００万

円預けて、１年に２００円しか増えない水準です。 
 
　これでは、昨今問題となっている年金問題や、老後資

金問題を解決することは到底不可能です。とはいえ、初

心者はいきなり株式投資やＦＸのような、ハイリスクな

投資に手を出すべきではありません。 
 
　まずはローリスクで始められる、不動産投資で資産形

成を目指すべきなのです。 
 



 
　本章では、現代人の大きな悩みの種である「老後の不

安」に対して、マンション投資がどのように役に立つか

を解説していきます。 
 

「下流老人」「老後破綻」になりたくなければ投資しよ

う 
 
　最近の日本では、高齢者の寿命がどんどん延びていく

超高齢化社会へと進んでいます。健康で長生きできるこ

とは喜ばしいことですが、人が生きるためには必ずお金

が必要になります。普通に暮らしていくだけでも食費や

住居費がかかりますし、社会保険料や税金も支払わなけ

ればなりません。 
 
　そこで大きな社会問題になっているのが、「老後資

金」問題です。 
 
　さまざまなＦＰ（ファイナンシャルプランナー）が老

後資金として３０００万円必要、あるいは１億円必要、

という試算を出しており、主な収入源が年金だけで暮ら

していくためには、莫大な貯蓄が必要であることが強調

されています。 
 
　私たちが定年退職を迎えたあと、現役時代とほぼ変わ

らない水準の暮らしを維持するためには、とても年金だ

けでは足りません。具体的には、生命保険文化センター

の「生活保障に関する調査」では、すでにマイホームを

持っている夫婦であっても、ゆとりある老後生活を送る

ためには、毎月３５．４万円必要とされています。 



 
 
　しかし厚生労働省の試算によれば、６０歳以上の平均

的な夫婦２人の場合で、毎月の年金支給額は２１．８万

円になると報告されています。差し引き１３．６万円の

マイナスになりますので、この金額を毎月貯金で埋め合

わせなければいけないということになります。 
 
　さらに悪いことに、歳を重ねるごとに医療費は高額に

なり、毎月の生活費は増加すると考えられます。年金支

給額も今後増加することはなく、むしろ減少する可能性

が高いでしょう。「仕事から開放されたら、毎日自由な

時間を謳歌する」という老後の理想像は決して叶うこと

がなく、むしろ「下流老人」「老後破綻」に陥ってしま

う可能性のほうが高くなっているのです。 
 
「自分は退職金をもらえるから大丈夫」と思っている人

も、決して安心することはできません。近年の企業で

は、退職金を削減する方向に動いており、退職金がまっ

たくもらえないところも珍しくなくなりました。 
 
　退職金が約束されている職場でも、その支給額が引き

下げられていたり、規模が縮小傾向にあるところがほと

んどです。特に大手ではない中小企業に勤めている人の

場合には、老後対策に十分な退職金が得られることはま

れでしょう。 
 
　こうした時代背景を考えれば、若い人も退職目前の人

も、資産形成のためになんらかの手を打たなければいけ

ないのです。 
 



 

定期預金や株式投資、ＦＸなどがおすすめできない理由 
 
　安全に資産形成したいと考えた場合、真っ先に思いつ

くのは銀行の「定期預金」だと思います。私たちにとっ

てはもっとも身近で使いやすい投資商品で、元本保証さ

れていることから安心して利用することができます。 
 
　定期預金は、国の預金保険制度によって、１つの銀行

あたり１０００万円の預金に加えて、その金利が保護さ

れています。たとえ預金先の銀行が破産したとしても、

１０００万円までであれば必ず戻ってくるというわけで

す。投資先としてこれほど安全なものはほかにありませ

ん。 
 
　投資のための知識や手間もほとんど不要で、未成年の

子どもであっても定期預金を利用することが可能です。

ただし、そのぶんだけリターンはかなり低く設定してあ

り、今の利率では雀の涙ほどしか金利がつきません。 
 
　今後の物価上昇を踏まえれば、定期預金に預けること

でお金の価値が相対的に下がってしまい、使えば使うほ

ど損をしてしまう可能性もある金利水準です。定期預金

１本で老後資金対策をするには、あまりにもリターンが

少なすぎます。 
 
　では、一般の人にも投資家が多い株式投資や、ＦＸな

どはどうでしょうか？ 
 



 
　まず株式投資に関しては、売買するタイミング次第で

は一攫千金を狙うことが可能な反面、投資先の企業が倒

産してしまえば、一気に損害を被る大きなリスクが存在

しています。そうならないためには、常日頃から企業に

ついて情報収集し、決算書などを読み込む努力が求めら

れます。 
 
　高値で買い、安値で売ってしまわないよう、取引のタ

イミングを慎重に見極めることも不可欠になります。株

式投資で結果を出すためには、私たち投資家自身が勉強

し、情報収集して努力することが求められるわけです。 
 
　株式投資もハイリスク・ハイリターンな投資ですが、

ＦＸもかなりハイリスク・ハイリターンの投資に分類さ

れます。ＦＸは、日本円や米ドルといった通貨に投資す

る手法で、「レバレッジ」をかけて、手元の資金の何倍

もの取引を行える点が特徴です。 
 
　たとえば、自分の手元には１００万円しかなかったと

しても、５倍のレバレッジをかけて５００万円を投資す

ることができるというわけです。仮に利益が出たら、利

益の額も５倍。一方で損失も５倍になってしまうため、

一気に自己破産してしまうリスクさえはらんでいます。 
 
　そもそも、私たちサラリーマンにとってこうした投資

は、非常に相性が悪いものだったりします。なぜなら、

投資にかけられる時間が圧倒的に少ないからです。サラ

リーマンは通常、昼間は休まず働かなければなりません

し、仕事終わりの自由な時間も、それほど多くありませ

ん。 



 
 
　となると、本業で投資を手掛けているプロの投資家と

比べて、割ける時間や手間に圧倒的な差が生まれてしま

うのです。１日中チャートをみていられるフリーターや

自営業の人なら話は変わってきますが、少なくとも日中

働いているサラリーマンには、おすすめできない投資手

法なのです。 
 

マンション投資が快適な老後を保障してくれる 
 
　ここまでに紹介した投資手法と比べると、マンション

投資は非常に優れた投資であることがよくわかります。

購入した物件に入居者がついていれば、必ず家賃収入が

入金され、生命保険としてのメリットもあるからです。 
 
　さらにマンション投資では、基本的に「ほったらかし

運用」が可能で、オーナーとして特別な作業が求められ

ることはほとんどありません。毎月の入金額・返済額を

チェックして、間違いがないか確認するくらいです。 
 
　マンションの管理には欠かせない物件の清掃や、入居

者の募集といった作業も、原則としてオーナーはノー

タッチです。オーナーから委託された管理会社がすべて

を手掛けるため、不動産投資家のなかには、自分がマン

ション投資をやっていることを忘れてしまっているケー

スも珍しくありません。 
 
　早い話、マンション投資は「老後の不安」をすべて打

ち消してくれて、私たちに安心を約束してくれる投資な 



 
のです。たとえば、今３０歳の人が３５年ローンを組ん

で不動産投資を始めた場合、６５歳になる頃にはローン

を完済して、家賃収入がまるごと手元に残るようになり

ます。 
 
　ゆとりある暮らしのために必要な差額、１３．６万円

をカバーしてあまりあるほどの収入を得ることも難しく

ありません。３０歳から老後の不安をせずに毎日過ごす

ことができると考えれば、周囲の人々のように、老後資

金対策について頭を悩ませる必要がなくなり、仕事やプ

ライベートにも全力で打ち込めるようになるでしょう。 
 
　ちなみに、不動産投資を行う際に組んだローンを完済

してしまうと、団信からも脱退することになります。こ

れでは生命保険代わりとしては意味がなくなってしまう

ため、あえて完済せず、少しずつローンを返していくと

いうテクニックを使うこともできます。 
 

工夫次第でアーリーリタイア・セミリタイアも可能 

 
　不動産投資は、なにも１つの物件にしか投資してはい

けないという決まりがあるわけではありません。１つの

マンション投資で得られる家賃収入を元手にして、新た

なローンを組んで２つ目、３つ目の物件を購入すること

が可能になるのです。 
 
　ローンを組むことになる銀行の立場からしてみても、

不動産投資が軌道に乗ってしっかりとお金を返してくれ

るお客さんは貴重な存在となります。そんなお客さんに 



 
は、もっとローンを利用してもらって金利を払ってもら

うことが、銀行にとっての利益になるのです。 
 
　したがって、個人の不動産投資家が２つ３つの物件を

ローンを組んで購入することは、決して難しくはありま

せん。むしろ複数の物件を保有していたほうがリスクの

分散になり、より安心してマンション投資に取り組める

という側面もあります。 
 
　とはいえ、やはりマンション投資のリスクが気になる

…という方も多いでしょう。具体的にどんなリスクが存
在しているのか、代表的なものを一覧にすると次のよう

になります。 
 
　・空室リスク 
　・修繕リスク 
　・災害リスク 
　・金利上昇リスク 
　・流動性リスク 
 
　なかでもマンション投資を続けていくうえでは、「空

室リスク」をいかに軽減できるかがポイントになりま

す。マンション投資を始めてローンの返済も始まってい

るのに、入居者が決まらず家賃収入が入ってこないとい

う状況では、毎月の収支がマイナスになってしまいま

す。 
 
　焦る気持ちから家賃の値下げを行ってしまえば、月々

のローン返済額が家賃収入を上回る状況になってしま

い、貯金や給料からローン返済を行わざるを得なくなる 



 
こともあります。それでも、通常の生命保険に比べて圧

倒的に割安な価格で団信に加入できることを考えれば決

して悪い選択肢ではないのですが、せっかくなら収支を

プラスにしたいところです。 
 
　そのためには、なにより空室期間をゼロにすることが

大切。空室リスクを抑えるための方法はいくつかありま

すが、重要になるのは２つ。 
 
　１つは、そもそも空室になりにくい物件を選ぶこと。

入居者にとって住みたいと思えるような魅力ある物件で

あれば、空室になる可能性は低くなります。この物件選

びのノウハウについては、第４章で詳しく紹介していき

ます。 
 
　そしてもう１つが、しっかりと入居者をつけてくれる

管理会社を選ぶことです。入居希望者と物件とのマッチ

ングを行うのは、不動産の管理会社となります。この管

理会社と良好な関係を築けていれば、あなたの物件に対

して優先的に入居者を紹介してもらえることがありま

す。 
 
　この２つのポイントをしっかり押さえておけば、空室

リスクはそれほど怖いものではありません。着実に物件

を増やして資産形成を進めていけば、アーリーリタイ

ア・セミリタイアを果たすことだって難しくなくなるの

です。 
 
 
 



 

第３章：フリーランスは不利！なぜサラリーマンがマン

ション投資に向いているのか？ 
 
　不動産投資は、富裕層が必ずといっていいほど手掛け

ている投資であることをお伝えしました。生命保険会社

の多くも不動産投資に携わっており、それだけ割のいい

投資であることはよくわかっていただけたと思います。 
 
「富裕層」「会社」という単語が出てくるということ

は、「不動産投資はお金持ちの個人か、大企業じゃない

と始めることができないのでは？」という印象を抱く人

も多いかもしれません。 
 
　ですが実際には、ごく一般的なサラリーマンであって

も、不動産投資を始めることは十分に可能です。それど

ころか、一般的に富裕層のイメージがあるフリーランス

や自営業者、中小企業の社長などは、不動産投資をした

くてもできないという状況に陥ることさえあるのです。 
 
　よく「サラリーマンをやめて、独立して自由に働きた

いんです」という夢を持った方がいます。たしかにサラ

リーマンとして会社で働くのが辛いという気持ちはよく

わかりますが、感情的になって会社をやめてしまう前

に、ぜひ今の身分を活かして不動産投資をやってみてほ

しいと思っています。 
 
　そうすることで安定した収入を手にすることができ、

たとえ会社をやめて独立したとしても、お金の不安をな

くすことができます。団信のおかげで家族に不安な思い 



 
をさせることもなくなり、人生の満足度を大きく高める

ことができるでしょう。 
 
　では、なぜマンション投資はサラリーマンに向いてい

るといえるのでしょうか？ 
 

一番相性がいいのはサラリーマン 
 
　不動産投資で一番重要になるのは、銀行からの融資を

受けられるかどうかという点にあります。マンションを

一括購入できるだけの資産を持っている人以外は、銀行

のローンは必ず利用しなければいけません。 
 
　では、銀行のローンはどんな属性の人なら審査に通り

やすいのでしょうか？　収入が不安定なフリーランスや

自営業？　あるいは専業主婦の女性でしょうか？　いず

れも違いますよね。 
 
　銀行のローンを組みやすいのは、会社からの給料とい

う安定した収入を持っている普通のサラリーマンです。

もちろんＯＬや公務員の方も含みます。中小企業よりも

大手企業に勤めるサラリーマンのほうが社会的な信用が

高く、ローンを組みやすいのは事実ですが、小さな会社

に勤めているサラリーマンも、決して不利になるわけで

はありません。 
 
　これが不動産投資以外の投資になってくると、まった

く話が違ってきます。たとえば株式投資やＦＸになる

と、本業を持っていることがハンデになります。１日中 



 
チャートをチェックできる専業投資家の人と同じ土俵

で、投資に挑戦しなければいけなくなるからです。 
 
　マンション投資の場合は、そうしたハンデは存在しま

せん。そもそもマンション投資はほったらかしが基本な

のですから、専業で不動産投資を行っている人も、副業

として不動産投資を行うサラリーマンも、ほとんど同じ

条件で投資に参加できるわけです。 
 

専業主婦やフリーランス、社長でも投資可能！ただし… 
 
　サラリーマン以外の職業の方、たとえば専業主婦やフ

リーランス、あるいは中小企業の社長なども、不動産投

資を始めることは不可能ではありません。しかし勤め人

のサラリーマンと比べると、圧倒的に不利になってしま

うことは避けられません。 
 
　お金を貸す銀行側の気持ちを考えてみればよくわかり

ますが、収入が安定していないフリーランスにお金を貸

して、結局返してもらえない（貸し倒れる）リスクを考

えると、会社に雇われて毎月安定した給料をもらってい

るサラリーマンのほうが、積極的にお金を貸したいと思

いますよね。 
 
　専業主婦や中小企業の社長の場合も同じです。たとえ

フリーターであっても、まとまった資金さえ持っていれ

ば、一括でマンションを購入して不動産投資を始めるこ

とは可能です。しかし銀行でローンを組んで不動産投資 
 



 
を始めようと考えるなら、サラリーマンが圧倒的に有利

になるのです。 
 
　現在サラリーマンとして働いていて、将来的には独立

したいと考えている人に対して不動産投資をおすすめす

るのも、ここに理由があります。会社をやめて独立する

ことは、極端にいえば今すぐ実行することが可能です。 
 
　しかし一旦独立してフリーランスや自営業者になって

しまえば、途端に不動産投資を始めるハードルが高く

なってしまいます。もう一度サラリーマンに戻るか、あ

るいはサラリーマンの何倍、何十倍という稼ぎを出して

銀行に認めてもらわなければ、ローンを組んで不動産投

資を始めることは難しいのです。 
 
　ちなみに、一度銀行のローンを組んで不動産投資を始

めたあとに、会社をやめることになっても大きな問題は

ありません。ローンをしっかりと返済していれば、銀行

から嫌がらせをうけるようなこともありませんし、団信

にも継続して加入できます。 
 
　これから脱サラして独立しようと考えている人は、社

会的信用が高い今のうちに、ぜひ不動産投資を始めるこ

とをおすすめします。 
 

正しい借金と間違った借金の違い 
 
　不動産投資を始めるにあたり、避けられないものとし

て、銀行からのローン（借金）があります。もちろん昔 



 
ながらの考え方を持っている人のなかには、「借金は絶

対にしない！」と頑ななポリシーを持っているケースも

少なくありません。 
 
　たしかに、借金をまったくせずに資産形成ができれば

それがベストといえます。しかし、何が何でも借金を悪

者と考えるのは、せっかくの資産形成のチャンスを逃し

てしまう、非常にもったいない考え方だといわざるを得

ません。 
 
　世の中には、「正しい借金」と「間違った借金」があ

ります。 
 
　正しい借金とは、その借金によって資産を増やした

り、事業を拡大したりすることが可能な借金のこと。間

違った借金は、資産を減らし、家計を苦しめる結果にな

る借金のことです。 
 
　具体的には、パチンコや競馬などのギャンブルで稼ぎ

たいからと、消費者金融などでお金を借りるのは間違っ

た借金に分類されます。自分の住む家のために組む住宅

ローンやカーローン、娯楽や浪費のために使うクレジッ

トカードのリボ払いなども、間違った借金に分類される

でしょう。 
 
　なぜなら、こうした借金は資産形成に役立つことはな

く、給料や貯金を圧迫する借金だからです。住宅ローン

やカーローンが間違った借金に分類されることに抵抗が

ある方も多いと思いますが、借金の性質を考えると正し

い借金とは呼べないのです。 



 
 
　一方の正しい借金の例としては、企業が行う融資をイ

メージしてみるとわかりやすいでしょう。企業は新たな

事業展開や新商品の開発のため、銀行からの融資を受け

て開発・研究を行います。 
 
　新事業や新商品がヒットすれば、借金をした金額以上

の利益が会社に入ってくることになります。借金をまっ

たくせずに事業を行う場合と比べると、何倍、何十倍も

のスピードで成長できるのは当然のことでしょう。 
 
　不動産投資は、「投資」という言葉がついています

が、実際には「不動産事業」です。あなた自身が１つの

企業として銀行から融資を受けて、それを元手に不動産

事業を展開する。その結果として莫大な利益を手にし

て、融資の金額以上の収入を手にするというものです。 
 
「正しい借金」と「間違った借金」、この２つの違いを

うまく区別できると、人生の満足度は確実に高まりま

す。間違った借金はできるだけ回避しながら、正しい借

金は積極的に使って資産形成を進める。 
 
　それができる人が、お金持ちへの第一歩を踏み出せる

のです。 
 

マンション投資に失敗するＮＧ行動３選 
 
　実際にマンション投資に挑戦する方をよく観察してみ

ると、不動産投資に成功しやすい人と、失敗しやすい人 



 
というのが明確に区別できるようになってきます。不動

産投資に失敗してしまう人は、ある共通するＮＧ行動を

とっていることが多いからです。 
 
　ここでは、マンション投資に失敗するＮＧ行動を３つ

紹介していきましょう。これらのポイントに注意して不

動産投資を始めれば、成功率が格段にアップするはずで

す。 
 
　（１）目先の利益を優先してしまう 
　マンション投資の最大のメリットは、中長期的に安定

した家賃収入が得られる点にあります。もちろんマン

ションの売買によって短期的な利益を狙うことも可能で

すが、素人には非常にハードルが高い投資手法となりま

す。 
 
　そもそも短期でマンションを手放してしまえば、団信

に入って生命保険代わりに使うメリットがなくなってし

まい、株式投資やＦＸと同じようなハイリスク・ハイリ

ターンな投資に格下げされてしまいます。 
 
　本書では基本的に、新築または築浅の中古マンション

を購入して、長く継続した家賃収入が得られる投資スタ

イルを目指します。それとは逆に、割安な中古マンショ

ンを購入してリノベーションを施し、別のオーナーに売

るという手法も存在します。 
 
　しかし、第４章でも詳しく説明しますが、中古のマン

ションを購入するのはあまりおすすめできることではあ

りません。たしかに新築や築浅のマンションは比較的高 



 
値で、手が出しづらいイメージを抱いてしまうのは当然

です。 
 
　ところが、築２０年や３０年の中古マンションを購入

してしまうと、１０年や２０年で大規模な修繕が必要に

なるケースや、根本的に建て替えが必要になる可能性が

出てきます。そうなれば、長く安定した収入とはかけ離

れた投資になってしまい、不動産投資のメリットが相殺

されてしまいます。 
 
　マンション１つ１つは数千万円、数億円単位の商品で

すので、「これを売却してまとまった現金が手に入った

ら…」と考えてしまうのは無理からぬことです。です
が、マンション投資の基本は中長期的な利益にあること

を忘れないようにしましょう。 
 
　（２）考えすぎて決断スピードが遅い 
　マンション投資を始めるまでの決断が遅く、即決即断

ができない人も、不動産投資に失敗してしまう傾向にあ

ります。不動産投資の世界では、２つとして同じ条件の

部屋・物件は出会えません。さらに、商談は複数の人と

同時並行で行われるケースが少なくないため、「一旦持

ち帰って検討します」と考えている間に、売り切れてし

まうことも珍しくありません。 
 
　そうやってすぐに検討してしまうタイプの人は、絶好

のタイミングを待ち続ければ、もっといい条件の物件に

出会えるはずだと考える傾向にあります。たしかにもっ

といい物件が出てくる可能性はあるものの、即決即断が 
 



 
できない性格の人は、再び優良物件を逃してしまう結果

になります。 
 
　万全の体制で不動産投資を始めたいからと、勉強や情

報収集をしている間に、優良物件はどんどん売れていっ

てしまいます。そうやって貴重な時間を浪費し、なにも

しない時間がダラダラと続いてしまうのです。 
 
　熟考して不動産投資を始めること自体は、決して悪い

ことではありません。むしろ初めての不動産投資であれ

ば、慎重になるのは当然のことでしょう。しかしその場

合にも、「３日以内に決断を下す」というように、制限

時間を決めて考えるクセをつけてほしいと思います。 
 
　どんな物件でも、１００点満点のマンションというの

は存在しません。どこかに欠点があり、マイナスポイン

トがあるのが当たり前です。そこで自分は７０点でゴー

サインを出すのか、それとも８０点をボーダーラインに

するのかを事前に決めておいて、その基準をクリアする

物件が出てきたら即購入するというルールを決めるのも

おすすめですよ。 
 
　（３）全部自分でやらないと気がすまない 
　本書でおすすめしているマンション投資ノウハウは、

サラリーマンが片手間でもできる「ほったらかし運用」

が大きな特徴です。マンション管理についてのすべての

作業を管理会社に委託して、オーナー自身はノータッチ

が基本です。 
 
 



 
　ところが、不動産投資を始める方には物件の隅々まで

把握して、自分で清掃したり修繕したりしないと気がす

まないというタイプの人もいます。そうした人の場合

は、本書で紹介したノウハウではなく、従来の「大家

業」としてアパートの経営に携わることをおすすめして

います。 
 
　また、自分の住んでいるエリアの近くにある物件じゃ

ないと、安心できないという人もいます。自分の足でみ

に行くことができて、いつでも物件をチェックできる状

態を望むタイプの人ですね。 
 
　しかし、自分の住んでいるエリアに限定して物件探し

をするというのは、優良物件を逃す可能性が低くなり、

不動産投資にも失敗してしまうリスクが高まります。本

来であれば、自分の目でみてチェックできるかではな

く、しっかりと入居者がついて収益が出るかを考慮しな

ければなりません。 
 
　マンション投資で購入する物件は、しょせんは人に貸

すものです。自分がみに行ったとしても、できることは

なにもありません。であれば、その時間をもっと効率的

に使って、優良物件を探すために費やしたほうが賢明と

いえるのです。 
 

第４章：リスクをゼロにするマンション投資ノウハウ 
 
　本書の最後に、より具体的なマンション投資ノウハウ

についてもご紹介していきましょう。マンション投資が 



 
成功するか失敗するかを左右するのは、ほぼ「物件選

び」にかかってきます。 
 
　マンションの購入後は、ほったらかしでマンションを

管理するため、購入後にどんなにあがいたとしても、物

件選びに失敗してしまえばリカバリーすることは難しく

なります。一方で、最初に優良物件を選べば、あとはな

にもせずとも収入を手にすることができます。 
 
　ここで取り上げるのは、 
 
　・立地 
　・種類と間取り 
　・設備 
　・デザイン 
 
　の４つです。それでは具体的に、物件の選び方をみて

いきましょう。 
 

【立地編】地方か、首都圏か 
 
　本書でおすすめするのは、東京・大阪・名古屋の三大

都市と、横浜・川崎エリアで駅から近いワンルームマン

ションへの投資です。大前提として、それ以外の地域で

は、マンション投資を行ってはいけません。 
 
　札幌や仙台、福岡といった「地方の大都市」もＮＧで

す。それは一体なぜなのか？ 
 



 
 
　マンション投資の物件選びをこれらの地域に限る最大

の理由は、圧倒的に人口が多い点です。特に東京２３区

や横浜・川崎エリアは、狭い土地に膨大な数の人々が密

集して住んでいます。このエリアの人口密度は、世界中

を見渡しても類がないほどです。 
 
　今後の日本はゆるやかに人口が減少していくと予想さ

れていますが、ここで挙げている都市の地域だけは例外

です。おそらく急激な増加は起こらないとしても、今と

同水準の人口や、人口密度が維持されるのではないかと

考えています。 
 
　大阪府や愛知県は、県単位でみると人口は減少傾向に

あります。しかし、大阪市・名古屋市という市単位でみ

てみると、実は人口は増えているエリアになるのです。

さらに、２０２７年、２０３７年に予定されているリニ

ア新幹線の開業も後押ししています。これにより、三大

都市は今以上に「ヒトモノカネ」の流れができるので、

さらなる発展が約束されているようなものです。 
 
　一方で、札幌など地方の大都市の場合は、確実に人口

が減少していくことがわかっています。仙台や福岡と

いった都市でも、転入する人の数よりも、転出する人の

数のほうが多くなっているからです。 
 
　転入してくる人の数のほうが、転出していく人の数よ

りも多いのは三大都市だけ。それ以外の地域では、着実

に人口が減っていくことがわかっています。こうした状 
 



 
況のなかで、あえて地方の物件を選ぶのは賢明ではあり

ません。 
 
　加えて三大都市は、日本の経済活動の中心でもありま

す。つまり、日本を代表するような大企業が本社を置く

エリアであるということです。大企業が本社を置くとい

うことは、それだけ高所得な人が集まりやすいというこ

とでもあります。 
 
　さらに、大学の数も抜きん出ています。若い大学生が

多く集まる地域なら、ワンルームマンションの入居率も

高くなります。つまり、家賃収入も安定するということ

です。 
 
　仮に地方でマンション投資を行った場合、非常に大き

なリスクを背負うことになります。たとえば、地方でも

大企業の工場があるエリアや、大きな大学のキャンパス

があるエリアは、入居率が高く、マンション人気も高く

なっています。 
 
　しかし、１つの企業や大学に頼ったエリアは、三大都

市にない脆さがあります。たとえば、その企業が工場を

閉鎖して撤退してしまったらどうなるでしょうか？　そ

こで働いていた人はどんどんその地域を離れていき、マ

ンションは空室だらけになってしまうことが予想できま

す。 
 
　大学のキャンパスも、少子化の影響を受けて移転する

例があとを絶ちません。人口が少なく若者の数も少ない



地方よりも、三大都市や横浜・川崎にキャンパスを移し

たほうが、経営的にもメリットが大きくなるからです。 
 
　三大都市へ一極集中する傾向は、間違いなくこれから

も続くでしょう。そのような情勢のなかでは、素直に三

大都市か、横浜・川崎エリアの駅から近いところでマン

ションを購入するのが適した投資手法なのです。 
 

【種類編】新築・中古、間取りの最適な選び方 
 
　不動産投資の一般的なノウハウとして、割高な新築・

築浅の中古マンションは避けて、できるだけ安く手に入

る中古マンションを購入しましょう、とすすめるものが

あります。それも間違いではないのですが、本書のコン

セプトからは外れてしまいます。 
 
　本書の投資法では、生命保険的なメリットを手にしつ

つ、老後資金対策に役立つマンション投資を目指してい

ます。その観点から考えると、より長い期間人に貸し出

すことのできる新築・築浅の中古マンションが最適な投

資先となるのです。 
 
　最近になって建てられる新築マンションを内見してみ

ると、非常に充実した設備が揃っていることがよくわか

ります。インターネット無料が当たり前で、ウォシュ

レット付きも珍しくなく、宅配ボックスやオートロック

のエントランスが完備されているところも多くありま

す。 
 
 



 
　中古マンションを購入して、あとからそうした設備を

追加してリフォームすることもできなくはないのです

が、非常に多額の出費を強いられたり、配線の関係で工

事がＮＧとなるケースもよくあります。それなら、最初

から最新の設備が整った物件を選ぶほうが、手間が少な

くなるでしょう。 
 
　ちなみに、「ファミリー向けマンションはどうな

の？」と聞かれることもよくあります。本書では、基本

的にワンルームタイプの単身者向けのマンション投資を

おすすめしていますが、部屋が広いファミリー向けマン

ションはどうなのでしょうか？ 
 
　結論からいうと、投資用の物件としてファミリー向け

の部屋は選んではいけません。 
 
　その大きな理由として、コストパフォーマンスの悪さ

があげられます。そもそも部屋が広いファミリー向けの

物件になってくると、物件価格が非常に高くなります。

数億円も珍しくないレベルになってくるため、初心者が

最初の投資先に選ぶのはハードルが高くなってしまうの

です。 
 
　また、入居者が退去した際にかかる改装費やクリーニ

ング代も、部屋が広いぶんだけ割高になります。単身者

向けのワンルームマンションと比べて、ファミリー向け

の物件は入居者が決まりづらい傾向もあるため、空室に

なるリスクが高くなってしまいます。 
 
 



 
　そもそも首都圏では、晩婚化や離婚率の上昇によっ

て、単身者世帯が増加傾向にあります。高齢者や外国人

労働者の一人暮らしも多いため、ワンルームマンション

のニーズは年々増加しているという背景も考慮しなけれ

ばなりません。 
 

【設備編】女性が気に入るマンションを購入すべし 
 
　購入するマンションを選ぶ際には、実際に部屋の内装

をチェックするのが一番です。その際に着目したいポイ

ントとして、「女性が気に入るかどうか？」に重点を置

くことをおすすめしています。 
 
　女性の入居者は男性に比べてセキュリティへの意識が

高く、内装のセンスにもこだわりを持っている人が多く

なります。女性に選ばれるマンションを選ぶことができ

れば、必然的に男性にも選ばれやすいマンションという

ことになり、空室リスクをかなり抑えることが可能にな

るのです。 
 
　特に、若い女性が気に入るようなマンションがベスト

です。ワンルームマンションに住むのは１０〜３０代の

若い世代が中心になりますので、若い女性をターゲット

にマンションを選べば、ほぼ全世代の男女の入居者をカ

バーすることができるのです。 
 
　具体的なポイントとしては、まず「セキュリティ」が

あげられます。モニター付きドアホンや、オートロック 
 



 
式のエントランス、隣接した部屋に生活音が伝わらない

防音性の高さも重要になるでしょう。 
 
　防犯性の高いシリンダーキーを採用したり、共用ス

ペースに防犯カメラを設置していたりと、セキュリティ

は高ければ高いほど望ましいでしょう。 
 
　その他の面では、ウォシュレット付きのトイレや最新

式のエアコン、大容量の収納も必要になってきます。最

近の若い女性は固定回線に抵抗がある人も多いため、イ

ンターネットが無料で使える部屋も選ばれやすいでしょ

う。 
 
　水回りの設備に関していえば、まずキッチンに関して

はそこまでこだわらなくても大丈夫。一人暮らしの女性

も男性も、そこまで自宅で料理はしません。１口コンロ

よりも２口コンロのほうが望ましいのは事実ですが、１

口コンロだからといってマイナスポイントになるわけで

もありません。 
 
　ただし、トイレやバスルームに関しては注意したいポ

イントがあります。それは「バス・トイレ別になってい

るか」です。若い女性のなかには、トイレとバスタブ、

洗面所が一緒になった三点式の部屋を極端に嫌う人が多

くいます。 
 
　可能な限りバス・トイレは別の物件を選びたいとこ

ろ。洗面所も独立しているとなおよいでしょう。 
 



 

【デザイン編】内装はこだわりすぎない 
 
　マンションのデザインも、女性が好みそうなものを選

ぶのが基本ですが、あえて「デザイナーズマンション」

のような物件を選択する必要はありません。ワンルーム

に住む入居者は、デザインよりも設備や家賃、駅からの

距離を重視する傾向が強いからです。 
 
　豪華なデザインが施されたマンションになると、その

ぶんだけ家賃が高めに設定されることになります。家賃

は高ければ高いほど空室リスクを高めますから、入居者

が決まりにくくなるデメリットを併せ持っていると考え

なければなりません。 
 
　部屋の内装については、ある程度の清潔感と上質感が

あれば、そこまでこだわる必要はありません。ただし、

エントランス部分はなるべく豪華で高級感のあるマン

ションを選ぶことをおすすめしています。 
 
　マンションのエントランス部分は、入居を検討してい

る人がまずみる部分です。第一印象が１００点と５０点

では、入居しようとするモチベーションも大きく変わり

ますから、高級感のあるエントランスは可能な限り必須

条件としたいところです。 
 
　とはいえ、優先順位はそれほど高いポイントではあり

ません。初めて不動産投資を行おうとしている人の場合

には、部屋やエントランス部分のデザインよりも、セ 



 
キュリティや水回りなど部屋の設備を重視したほうが確

実です。 
 
　凝ったデザインのマンションは一見魅力的に思えるも

のですが、スタンダードなデザインで設備が充実してい

るマンションのほうが、最終的には収益性は高くなりま

す。投資用物件は、しょせん人に貸すもの。あまりこだ

わりすぎないようにしましょう。 
 

おわりに 
 
　最後に、本書で紹介してきた不動産投資ノウハウの要

点をまとめておきたいと思います。 
 
　・マンション投資で加入する団信は、生命保険代わり

に使うことができる 
　・マンション投資で得られる家賃収入は、将来的な老

後資金対策になる 
　・サラリーマンとマンション投資の相性は抜群で、自

営業者や社長よりも有利に始められる 
　・物件選びの原則は「女性が好みそうな首都圏の新

築・築浅中古ワンルームマンション」である 
 
　これらのポイントを押さえてマンション投資を始める

ことができれば、まず失敗することはありません。毎月

入ってくる家賃収入に加えて、生命保険としてのメリッ

トも手にすることができ、老後資金対策としても利用す

ることが可能。サラリーマンとの相性も良好なので始め 
 



 
るハードルも低く、ローリスク・ハイリターンを狙える

投資でもあります。 
 
　これほど優れた条件が揃っている投資は、ほかにあり

ません。なにか特別な事情がない限り、すべてのサラ

リーマンが始めるべき投資であると断言できます。 
 
　しかし、ここまで強く強調しても、実際に不動産投資

を始める人はあまり多くありません。どうしても難易度

の高い印象が拭えず、借金に対する抵抗感も残るからで

す。ですがそこから一歩踏み出してこそ、経済的な安定

が手に入るのです。 
 
　本書の最後に、アメリカの第２６代大統領のセオド

ア・ルーズベルトが残した、有名な格言を紹介して終わ

りたいと思います。 
 
「ミスをしない人間は、なにもしない人間だけだ。」 
 
　ここまで読んでくださったあなたも、ミスをしない人

間、なにもしない人間でいるのではなく、間違いを恐れ

ずにどんどん挑戦できる人間となるよう願っています。 
 
　最後までお読みいただき、ありがとうございました。 
 


